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　【委
員
会
の
審
査
内
容
の
事
前

告
知
】
　委
員
会
の
審
査
内
容
に
つ

い
て
、
市
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
委
員

会
の
開
会
３
日
前
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
。）
の
時
点
で
お
知
ら
せ

し
、
モ
ニ
タ
ー
視
聴
希
望
者
の
増
加

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。

　【委
員
会
モ
ニ
タ
ー
室
の
閲
覧

部
数
の
増
加
】

　こ
れ
ま
で
、
３
部
を
閲
覧
用
と

し
て
モ
ニ
タ
ー
室
内
に
配
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
よ
り
閲
覧
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
今
後
は
５
部
を

配
置
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
案

書
や
議
案
説
明
資
料
等
の
資
料

は
、
部
数
に
限
り
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
１
部
と

し
ま
す
。）

　【議
会
の
新
た
な
情
報
発
信
】

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
車
内
広
告
や

市
政
広
告
板
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
出

な
ど
、
新
た
な
手
法
を
用
い
た
情

報
発
信
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の

で
す
。
委
員
会
で
の
結
論
は
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
向
で
進

め
る
べ
き
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細

は
市
会
運
営
委
員
会
で
協
議
さ
れ

ま
す
。

　市
会
改
革
推
進
委
員
会
で
は
議

論
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
に
、

11 

月 

13
・
14
日
、
千
葉
県
流
山

市
と
埼
玉
県
所
沢
市
へ
他
都
市
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　初
日
は
流
山
市
で
、
市
民
の
皆

様
に
対
し
て
議
会
説
明
を
公
民
館

で
行
っ
て
い
る
様
子
を
視
察
。
そ

の
後
に
担
当
議
員
よ
り
現
状
を
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
会
派
に

よ
り
考
え
方
は
違
い
ま
す
が
、
議

員
説
明
会
で
は
そ
の
違
い
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
等
、
考
え

さ
せ
ら
れ
る
事
項
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
　ま
た
、
市
民
の
皆
様
も

基
本
的
な
事
を
聞
き
た
い
方
か
ら

専
門
的
な
事
を
聞
き
た
い
方
ま
で

お
ら
れ
、
幅
広
い
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
進
行
係
や
説
明
議
員
の

力
量
が
問
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　　二
日
目
は
所
沢
市
に
て
説
明
を

聴
取
し
ま
し
た
。
所
沢
市
で
は
議

会
基
本
条
例
を
急
い
で
作
成
す
る

中
で
、
他
都
市
の
条
文
を
そ
の
ま

ま
引
用
し
た
た
め
、
自
分
の
街
に

合
わ
な
い
部
分
が
生
じ
て
い
る
と

の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　や
は
り
我
が
自
民
党
議
員
団
か

ら
提
案
し
て
い
る
よ
う
に
、
京
都

の
街
に
合
っ
た
基
本
条
例
を
考
え

る
事
、
ま
た
よ
り
一
層
実
行
性
の

あ
る
条
例
化
に
向
け
て
実
施
可
能

な
事
項
か
ら
改
革
を
実
行
す
る
必

要
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
視

察
を
通
し
て
改
革
推
進
委
員
会

は
、
今
後
も
し
っ
か
り
議
論
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
会
改
革
推
進
委 

議
論
進
む

流
山
、所
沢
両
市
へ 

訪
問
調
査

　市
会
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
市
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
開
か
れ

た
場
で
、
議
員
同
士
が
協
議
、
調
整
し
、
合
意
を
得
た
も
の
を
決
定
事
項

と
し
て
議
長
に
報
告
し
た
後
、
市
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
詳
細
を
決
定

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
前
回
の
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
で
決
定

事
項
（
少
数
会
派
も
代
表
質
問
、
本
会
議
傍
聴
者
に
質
問
要
旨
の
配
布
）

を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
そ
れ
以
降
に
議
論
し
、
決
定
し
た
項

目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

京
都
の
街
に
合
っ
た
条
例
を

流山市公民館で開催された議会報告会（視察1班）

流山市公民館で開催された議会報告会（視察2班）

　自
民
党
市
会
議
員
団
は
12
月

13
日
か
ら
15
日
ま
で
九
州
の
四

自
治
体
の
実
地
視
察
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
訪
問
し
た
自
治
体

と
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　▽
北
九
州
市
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

浄
水
場
設
計
受
注
・
電
動
自
転
車

の
公
用
車
化
・「
エ
コ
修
学
旅
行
」

の
誘
致
。

　▽
大
分
県
・
学
習
支
援
新
シ
ス

テ
ム
・
在
宅
勤
務
制
度
・
県
庁
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
。

　▽
熊
本
市
・
熊
本
駅
周
辺
地
域

整
備
。

　▽
熊
本
県
・
養
護
施
設
出
身
学

生
へ
の
生
活
費
貸
与
制
度
・
路
線

バ
ス
や
路
面
電
車
等
の
子
ど
も
運

賃
の
無
料
化
。

　特
に
北
九
州
市
は
、
全
国
で
初

め
て
公
民
が
一
体
と
な
っ
て
「
北

九
州
市
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協

議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
浄
水
場
建
設
の
基
本
設
計
を

見
直
す
事
業
を
受
注
し
た
「
海
外

水
ビ
ジ
ネ
ス
」
取
り
組
ん
で
お
り

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
京
都
市
に

お
い
て
も
、
友
好
都
市
提
携
を

行
っ
て
い
る
中
国
西
安
市
と
「
陝

西
省
水
環
境
整
備
事
業
」
に
係
る

研
修
や
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
と
し
て

の
水
環
境
改
善
に
向
け
た
協
力
事

業
を
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　国
内
の
人
口
減
少
に
伴
う
給
水

収
入
が
減
る
中
で
、
発
展
途
上
国

で
の
水
道
運
営
、
民
間
企
業
と
の

共
同
で
浄
水
場
建
設
や
配
水
管
の

敷
設
等
、「
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
多
く
の
自
治
体
が
参
入
を
め
ざ

し
、
活
動
を
始
め
て
い
る
中
で
、

京
都
市
に
お
い
て
も
市
民
に
メ

リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
理
解
を
得
な

が
ら
海
外
展
開
を
進
め
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
注
目

自
民
議
員
団
が
４
自
治
体
へ
実
地
調
査

自
民
議
員
団
が
４
自
治
体
へ
実
地
調
査

さらに３項目決定
審査内容の事前告知

モニター室閲覧部数の増加
議会の新たな情報発信

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
水
道
事
業
技
術
の
指
導
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　山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
区
役

所
に
お
け
る
商
店
街
活
性
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
今
後
は
区
役

所
が
商
店
街
の
振
興
と
い
っ
た
経

済
部
門
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

は
た
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
具
体
的
な
方
策
を
含
め

て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
今
後
、

商
店
街
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
一
層
活
性
化
し
て
い
く

た
め
に
は
、「
ふ
か
く
さ
１
０
０

円
商
店
街
」
の
よ
う
に
、
地
元
商

店
街
や
自
治
会
・
町
内
会
等
の
協

働
に
よ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
地
域
主
体
の
取
り
組

み
を
、
区
役
所
が
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
け
る
よ
う
、
来
年
度
に

は
区
長
の
予
算
執
行
に
係
る
権
能

を
一
層
高
め
た
、
仮
称
「
区
民
提

案
・
共
汗
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
予
算
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　こ
の
取
り
組
み
を
活
用
し
、
区

長
を
先
頭
に
区
役
所
が
各
区
の
独

自
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
魅
力

発
信
を
は
じ
め
、
商
店
街
の
活
性

化
等
の
経
済
部
門
を
含
め
た
区
基

本
計
画
の
実
現
に
向
け
た
幅
広
い

取
り
組
み
を
区
民
と
の
共
汗
で
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）「
地

域
包
括
支
援
ケ
ア
」
を
進
め
て
い

く
う
え
で
、
地

域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
そ
の

中
核
を
担
う
機

関
と
し
て
、
ま

す
ま
す
重
要
性

が
高
ま
っ
て
く

る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

よ
り
効
果
的
で

実
効
性
の
高
い

周
知
の
工
夫
が

必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
ま

す
。
こ
の
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

の
周
知
方
法
等

に
つ
い
て
、
今
後
い
か
に
取
り
組

ん
で
い
か
れ
る
の
か
、
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
高
齢

者
や
高
齢
者
を
支
え
る
方
々
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年

度
中
に
公
募
に
よ
り
、
親
し
み
や

す
く
分
か
り

や
す
い
「
愛

称
」及
び「
シ

ン
ボ
ル
マ
ー

ク
」
を
決
定

し
、
市
民
し

ん
ぶ
ん
挟
み

込
み
記
事
の

全
戸
配
布
、

市
バ
ス
・
地

下
鉄
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
普
及
・
定
着
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
低
入

札
価
格
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
更
に
一

歩
進
め
、
基
幹
産
業
で
あ
る
地
元

建
設
業
界
を
育
成
し
、
そ
こ
で
働

く
労
働
者
の
生
活
を
守
り
、
さ
ら

に
は
京
都
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
市
内
業
者
へ
の
発
注
率
を

高
め
る
と
と
も
に
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

受
注
対
策
の
た
め
の
入
札
制
度
の

改
善
に
大
胆
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
低
入

札
調
査
基
準
価
格
等
を
事
前
公
表

か
ら
事
後
公
表
へ
段
階
的
に
移
行

し
、
入
札
額
が
低
価
格
に
張
り
付

く
こ
と
を
防
止
し
て
参
り
ま
す
。

最
低
制
限
価
格
制
度
の
適
用
範
囲

を
大
き
く
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

低
入
札
価
格
調
査
制
度
に
お
い
て

も
失
格
基
準
を
新
設
し
、
い
ず
れ

も
基
準
を
下
回
る
低
入
札
は
自
動

的
に
失
格
と
致
し
ま
す
。

　低
入
札
価
格
調
査
を
経
て
受
注

し
た
事
業
者
に
対
す
る
入
札
参
加

制
限
に
つ
き
ま
し
て
、
単
独
事
業

者
の
み
な
ら
ず
、
共
同
企
業
体
の

構
成
員
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。
公
営
企
業
を
含

め
た
京
都
市
全
体
に
お
い
て
、
こ

う
し
た
入
札
制
度
の
大
幅
な
改
正

を
早
期
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
市
内
業
者
へ
の
受
注
拡

大
の
取
り
組
み
を
進
め
、
地
元
建

設
業
界
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
京

都
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

商
店
街
の
活
性
化
へ
支
援

商
店
街
の
活
性
化
へ
支
援

商
店
街
の
活
性
化
へ
支
援

山本恵一議員の質問項目
1. 地域に見合った商店街の活性化に向けて
の区役所が果たす役割

２.「地域包括ケアシステム」推進のための市
民周知と介護保険料における所得の低
い方への配慮

3. 急増する救急要請への対策及び安心救急
ステーションの拡大

4. 公共事業発注における低価格入札等の見
直し

5. 農業振興及び林業振興
6. 市立学校における規範意識を育む取り組
みの充実

7. 上賀茂神社、御薗橋周辺の道路状況の改
善と御薗橋の架け替え工事（要望）

8. 雲ケ畑地域の京都バス路線廃止に伴う新
たな交通手段の確保（要望）

9. 柊野地域の交通局西賀茂車庫以北の市バ
ス路線の延長（要望）

山
本
恵
一
議
員
（
北
区
） 地

域
主
体
の
取
り
組
み

重
要
性
高
ま
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

公
共
事
業
の
低
価
格

入
札
制
度
の
見
直
し

区
役
所
が
先
頭
に

代 表 質 問 １１　月
定例市会

地域包括ケアシステムの中核をになう地域包括支援センター（柊野）

　11月定例市会代表質問は12月1日に行われ、自民党市会
議員団から山本恵一議員（北区）、下村あきら議員（下京区）、
椋田隆知議員（南区）の３氏がそれぞれ重要な各施策につい
て質問しました。

　下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
明

日
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
地
震
に

対
す
る
備
え
と
し
て
、
住
宅
の
耐

震
改
修
は
正
に
待
っ
た
な
し
、
市

を
挙
げ
て
取
り
組
む
課
題
で
す
。

新
た
な
制
度
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
お
示
し
下
さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
地
震

か
ら
市
民
の
皆
様
の
生
命
と
財

産
、
そ
し
て
京
都
の
町
を
守
る
た

め
に
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

は
、
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　一
層
の
耐
震
化
制
度
を
促
進
さ

せ
る
た
め
、
完
全
な
耐
震
化
に
至

ら
な
く
て
も
、
建
物
の
傷
ん
だ
部

分
を
健
全
な
状
態
に
戻
す
こ
と
や
、

地
震
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
壁
を
増

や
す
こ
と
な
ど
が
有
効
で
す
。

　そ
こ
で
、
新
た
な
制
度
で
は

腐
っ
て
い
た
り
、
し
ろ
あ
り
の
被

害
を
受
け
て
い
る
柱
や
土
台
を
修

繕
す
る
工
事
、
屋
根
を
軽
く
す
る

工
事
、
建
物
の
四
隅
に
耐
震
性
を

持
っ
た
壁
を
設
置
す
る
工
事
な
ど

に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。　年

内
に
は
制
度
を
固
め
、
来
年

度
当
初
か
ら
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
命
を
守
る

耐
震
施
策
の
積
極
的
な
展
開
と
あ

わ
せ
て
、
大
工

や
左
官
を
は
じ

め
と
し
た
ま
ち

の
職
人
さ
ん
た

ち
の
仕
事
お
こ

し
や
雇
用
の
確

保
に
も
、
し
っ

か
り
と
つ
な
げ

て
参
り
ま
す
。

（
３
面
へ
続
く
）

住
宅
耐
震
改
修
は
最
優
先

住
宅
耐
震
改
修
は
最
優
先

住
宅
耐
震
改
修
は
最
優
先

新
年
度
か
ら
対
応

市
民
の
命
を
守
る
制
度

下
村
あ
き
ら
議
員
（
下
京
区
）

10
月
４
日

下村あきら議員の質問項目

1. 木造住宅の耐震改修制度の抜本的な見直し
2. 帰宅困難者対策の抜本的な見直し
3. 道路災害危険箇所における対策工事の早
期実施

4. 火災等罹災者の一時的な居住場所の確保
5. 力強い地域のコミュニティ推進のための
区役所機能の見直し

6. 梅小路公園の魅力向上と周辺地域の活性化
7.１日５万人増客に向けた魅力ある地下鉄
事業の取り組み

8. 人と公共交通優先の「歩くまち・京都」の
シンボルプロジェクト「四条通の整備」
（要望）
9. 学校における防災教育の充実（要望）
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（
下
村
議
員
続
き
）

　下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
火

災
等
の
災
害
の
た
め
に
住
宅
を

失
っ
た
方
が
、
速
や
か
に
住
宅
を

確
保
で
き
る
制
度
の
確
立
が
急
が

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

市
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　由
木
文
彦
副
市
長
（
答
弁
）
火

災
等
の
災
害
に
よ
り
住
宅
を
失
わ

れ
た
市
民
の
皆
様
へ
の
住
宅
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
公
募
に
よ
ら
ず

市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
制
度
を

設
け
て
お
り
ま
す
が
、
入
居
の
時

期
や
収
入
要
件
、
立
地
の
制
約
な

ど
罹
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
支
援
で
は
、
速
や

か
な
市
営
住
宅
の
提
供
の
ほ
か
、

幅
広
い
市
民
や
不
動
産
業
界
の
ご

協
力
の
も
と
、
住
宅
の
提
供
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成

果
を
活
か
し
て
、
火
災
等
の
罹
災

者
に
対
し
ま
し
て
も
、
住
情
報
の

提
供
窓
口
の
設
置
や
市
営
住
宅
に

つ
い
て
も
、
短
期
間
、
無
償
で
利

用
で
き
る
制
度
を
設
け
て
参
り
ま

す
。　下

村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
新

た
な
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
着
目
さ

れ
る
「
梅
小
路
公
園
」
の
魅
力
向

上
と
周
辺
地
域

の
活
性
化
に
つ

い
て
、
全
庁
体

制
で
取
り
組
む

支
援
体
制
が
必

要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
市

長
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　門
川
大
作
市

長
（
答
弁
）
梅

小
路
周
辺
地
域

は
、
来
春
、
水

族
館
が
開
業
す

る
梅
小
路
公
園

を
は
じ
め
、
京

都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
、
中
央
卸
売

第
一
市
場
、
商
店
街
、
大
学
、
仏

教
総
合
博
物
館
の
ほ
か
、
観
光
資

源
が
数
多
く
集
積
す
る
、
さ
ら
な

る
飛
躍
の
可
能
性
を
秘
め
た
地
域

で
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
は
ま
ず
、
関
係
局
に
よ

る
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
組
織
を
立
ち

上
げ
、
行
政
内
部
で
積
極
的
な
議

論
を
行
い
、
来
年
度
に
は
地
域
の

施
設
や
団
体
、
事
業
者
、
学
識
経

験
者
、
行
政
等
が
参
画
す
る
、
産
・

学
・
公
・
地
域
連
携
の
検
討
会
議

を
設
置
し
、
地
域
資
源
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
を
通
じ

て
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
幅

広
い
議
論
を
行
っ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

火
災
罹
災
者
の
一
時

入
居
住
宅
の
確
保
を

梅
小
路
公
園
と
周
辺

地
域
一
体
の
活
性
化

周辺含めて新たな観光エリアとして期待される梅小路公園（芝生広場）

　椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
地
下

鉄
烏
丸
線
の
転
落
防
止
可
動
式

ホ
ー
ム
柵
に
つ
い
て
、
ラ
ッ
シ
ュ

時
や
祇
園
祭
を
始
め
と
し
た
各
種

の
大
き
な
行
事
、
ま
た
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
に
多

く
の
乗
客
が
溢
れ
、
大
変
危
険
な

状
況
で
あ
り
ま
す
。
万
全
な
安
心

安
全
の
た
め
、
是
非
と
も
一
つ
で

も
多
く
の
駅
に
、
そ
し
て
で
き
る

だ
け
早
く
設
置
の
実
現
を
望
み
ま

す
。　門

川
大
作
市
長
（
答
弁
）
こ
れ

ま
で
そ
の
有
効
性
は
十
分
認
識
し

な
が
ら
も
、
負
担
が
大
き
く
具
体

化
で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
安
全
性
と
定
時
性
を

確
保
す
る
必
要
の
た
め
、
駅
数
は

極
め
て
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
お
客

様
が
多
く
必
要
度
の
高
い
３
駅
に

設
置
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

京
都
駅
は
ホ
ー
ム
が
曲
線
で
課
題

が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
直
線
で
見

通
し
が
良
い
烏
丸
御
池
駅
に
設
置

し
、
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
京
都

駅
、
四
条
駅
に
設
置
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
児
童

福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
国
基
準
を
上
回
る
職
員
配
置

基
準
を
は
じ
め
と
し
た
京
都
市
独

自
の
保
育
制
度
を
守
り
、
現
場
を

直
視
し
た
条
例
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
、
ご
所
見
を
お
伺
い
致
し

ま
す
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
条
例

の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
保

育
園
と
本
市
が
協
力
し
て
運
営

し
、
保
育
の
質
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
プ
ー
ル
制
の
基
準

を
人
員
配
置
基
準
と
し
て
参
り
ま

す
。　今

後
京
都
市
保
育
園
連
盟
や
京

都
市
日
本
保
育
協
会
な
ど
か
ら
い

た
だ
い
た
御
意
見
を
踏
ま
え
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
た
う
え
で
、
保
育
の
現
場
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
条
例
を
、
次

の
市
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
京
都

駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
に
つ
い

て
、
季
節
や
時
間
帯
に
よ
り
渋
滞

に
悩
ま
さ
れ
、
地
域
の
方
々
の
生

活
道
路
と
し
て
の
機
能
も
低
下
し

て
お
り
、
効
率
的
な
通
行
を
確
保

す
る
計
画
を
し
て
頂
き
た
い
。

　ま
た
、
国
際
文
化
観
光
都
市
京

都
市
と
し
て
、
お
も
て
な
し
の
心

を
大
切
に
、
地
べ
た
に
座
っ
て

待
っ
て
お
ら
れ
る
修
学
旅
行
生
の

待
合
場
所
確
保
を
提
案
し
ま
す
。

勿
論
歩
く
こ
と
が
困
難
な
車
椅
子

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
こ
と
も

考
え
、
歩
き
や
す
い
、
歩
け
る
ま

ち
の
整
備
を
求
め
ま
す
。

　由
木
文
彦
副
市
長
（
答
弁
）
交

通
結
節
機
能
の
強
化
な
ど
、
状
況

等
の
把
握
を
十
分
に
行
っ
た
上
で

①
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
際
の

利
便
性
の
向
上
な
ど
公
共
交
通
優

先
の
施
設
配
置 

②
お
も
て
な
し

の
心
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
・
環
境

を
備
え
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
優
れ
た
施
設
整
備
③
ま
ち
の

賑
わ
い
を
生
み
出
す
た
め
、
八
条

通
の
一
部
を
活
用
し
た
駅
前
広
場

の
形
成
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
修
学
旅

行
生
の
待
合
場
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
場
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　椋
田
隆
知
議
員
（
質
問
）
消
防

団
施
設
の
耐
震
化
改
修
に
つ
い

て
、
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
，
学
校
敷

地
内
も
し
く
は
隣
接
市
有
地
を
利

用
す
る
場
合
の
設
置
基
準
の
見
直

し
に
つ
い
て
，
ま
た
国
の
厳
し
い

公
園
法
等
，
法
規
改
正
を
求
め
ま

す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　由
木
文
彦
副
市
長
（
答
弁
）
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
制
度
改
正

の
可
能
性
も
含
め
研
究
し
、
地
元

や
消
防
分
団
か
ら
の
御
要
望
に
基

づ
き
、
で
き
る
限
り
お
応
え
で
き

る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
心
掛
け
て

ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
施
設
の

設
備
・
運
営
の
条
例

歩
く
ま
ち
・
京
都
！

お
も
て
な
し
の
心
を

消
防
団
施
設
の
耐
震

改
修
へ
の
基
準
制
定

ホームに柵の設置が望まれる地下鉄烏丸線烏丸御池駅

地
下
鉄
烏
丸
線
ホ
ー
ム
柵

地
下
鉄
烏
丸
線
ホ
ー
ム
柵

地
下
鉄
烏
丸
線
ホ
ー
ム
柵

ま
ず
３
駅
設
置
へ

乗
客
の
安
全
性
を
確
保

椋田隆知議員の質問項目
1. 京都駅南口駅前広場整備

2. 地下鉄烏丸線の転落防止可動式ホーム柵

3. 消防団施設の耐震化改修

4. 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の条例
の制定

椋
田
隆
知
議
員
（
南
区
）
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　東
日
本
大
震
災
に
よ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、伝
統

的
慣
行
と
斬
新
な
発
想
と
に
よ
り
、

そ
の
活
性
化
を
一
層
推
進
し
た
い
。

　東
日
本
大
震
災
、台
風
に
よ
る
紀

伊
半
島
の
風
水
害
。天
変
地
異
は
、

何
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
…
。浄
土

真
宗
の
祖
、親
鸞
聖
人
の
言
葉「
世

の
中
、安
穏
な
れ
」が
重
く
響
く
。

小
林

正
明

　北

　区

山
本

恵
一

　北

　区

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

に
は
、
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
を
大

切
に
す
る
」
な
ど
「
少
し
昔
の
価

値
観
」
の
共
有
化
が
肝
要
と
考
え

ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

中
村
三
之
助
　上
京
区

　東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
災
害
救
助
の

視
点
か
ら
見
直
す
べ
き
で
す
。
家
族

に
絆
、
地
域
に
繋
が
り
を
意
識
し
て

地
域
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

大
西

　均

　左
京
区

　「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」、「
遠
い
親

戚
よ
り
近
く
の
他
人
」ま
さ
し
く
地

域
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
さ
れ
た

時
代
。少
し
昔
の
価
値
観
の
復
活
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　住
民
自
治
の
伝
統
を
理
解
し
、

共
同
住
宅
居
住
者
を
含
ん
だ
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ご
要
望
を
、
行

政
施
策
の
中
に
反
映
さ
せ
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

桜
井

泰
広

　左
京
区

加
藤

盛
司

　中
京
区

　祇
園
祭
や
時
代
祭
は
町
衆
が
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
続
け
て

き
た
も
の
で
す
。
地
域
に
根
付
く

伝
統
や
文
化
を
大
切
に
、
地
域
活

性
化
を
進
め
ま
す
。

津
田

大
三

　中
京
区

　よ
り
一
層
、
家
族
・
地
域
の
絆

を
深
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更
な
る
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
!
!

𠮷
井
あ
き
ら
　山
科
区

　区
民
体
育
祭
を
始
め
、
市
民
の

健
康
増
進
と
絆
を
深
め
る
行
事
を

支
え
て
頂
い
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
に
お
い
て
人
員
不
足
が
あ

り
、
そ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

椋
田

隆
知

　南

　区

　生
活
実
情
や
民
間
勤
務
実
態
に

よ
っ
て
地
域
活
動
に
参
加
し
難
い

現
実
の
状
況
を
、
経
済
・
景
気
の

活
性
化
に
よ
る
市
民
‘
生
活
潤
環
’

で
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

島
本

京
司

　南

　区

　地
域
の
皆
様
が
各
々
の
地
域
に

合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

「
絆
」
が
太
く
な
り
、
安
心
安
全
な

地
域
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

井
上
与
一
郎
　右
京
区

　世
代
を
超
え
て
地
域
の
た
め
に

協
力
し
合
う
事
が
、
地
域
力
の
向
上

に
繋
が
り
ま
す
。地
域
を
知
り
、
人

を
知
る
こ
と
で
自
ら
の
ま
ち
を
強

い
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

田
中

英
之

　右
京
区

　集
合
住
宅
の
自
治
会
加
入
率
の

向
上
に
向
け
て
、
各
種
行
事
へ
の

参
加
の
積
極
的
な
働
き
か
け
や
話

し
合
い
の
場
を
設
け
る
様
に
し
て

い
く
こ
と
。

　自
分
の
住
ん
で
い
る
町
に

ち
ょ
っ
と
興
味
を
持
つ
・
・
・
全

て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
い

つ
も
よ
り
５
分
早
く
出
掛
け
れ
ば

見
え
る
景
色
が
変
わ
る
か
も
。

山
元

あ
き

　右
京
区

田
中

明
秀

　西
京
区

　地
域
の
絆
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
望
ま
れ
る
時
代
に
適
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
推
進
を

通
じ
て
住
み
良
い
京
都
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

西
村

義
直

　西
京
区

　あ
な
た
が
主
役
で
す
。
地
域
主

権
の
時
代
、
実
り
あ
る
ふ
る
里
構

築
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
求
し

誇
り
あ
る
歴
史
文
化
輝
く
、
伏
見

の
未
来
に
汗
し
ま
し
ょ
う
。

高
橋
泰
一
朗
　伏
見
区

　共
同
社
会
の
活
性
化
に
は
、企
業

が
対
応
し
に
く
い
生
活
者
の
需
要

を
掘
り
起
こ
し
て
展
開
す
る
介
護
・

子
育
て
・
教
育
・
町
作
り
等
の
事
業

を
行
政
が
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

内
海

貴
夫

　東
山
区

　永
年
・
培
わ
れ
た
自
治
の
伝
統

を
守
り
、
人
と
地
域
の
絆
を
さ
ら

に
深
め
る
対
策
が
必
要
。
「
地
域

力
ア
ッ
プ
」
で
「
京
都
力
ア
ッ

プ
」
を
図
り
ま
す
。

富

　き
く
お
　山
科
区

　コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
核
は
絆
で
す
。絆

は
、相
互
の
理
解
度
で
強
く
も
弱
く

も
な
り
ま
す
。人
と
の
絆
、地
域
と

の
絆
を
大
切
に
す
る
風
土
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

下
村
あ
き
ら
　下
京
区

繁

　隆
夫

　伏
見
区

　様
々
な
災
害
や
、
事
故
、
犯
罪

な
ど
が
、
人
の
命
を
脅
か
し
て
い

る
。
今
こ
そ
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更

な
る
活
性
化
が
必
要
で
す
。

　伏
見
区
は
35
学
区
28
万
人
の
マ

ン
モ
ス
区
。
条
例
制
定
は
絆
を
よ

り
強
く
す
る
好
機
。
人
々
が
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
交
流
す
る
『
伏
見

合
衆
区
』
に
！

橋
村

芳
和

　伏
見
区

中
川

一
雄

　伏
見
区

き
た
も
の
で
す
。
地
域
に
根
付
く

伝
統
や
文
化
を
大
切
に
、
地
域
活

地域コミュニティ更なる活性化地域コミュニティ更なる活性化

　地
域
で
活
動
さ
れ
る
皆
様
の
意

見
を
聞
き
、
提
言
し
た
内
容
が
条

例
化
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
の
内
容

が
し
っ
か
り
実
行
さ
れ
る
様
に
地

域
の
皆
様
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。

寺
田

一
博

　上
京
区

　地域のつながりを強化するとともに、
地域住民の協力と支え合いの精神に
基づく自主的で活発な地域活動が行わ
れるように…（条例の基本理念）。「京
都市地域コミュニティ活性化推進条
例」は平成23年９月市会で可決、公布
されました。今年４月１日施行をひかえ
て、自民党市会議員団一人ひとりは次
のように語っています。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

〒604-8571京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
jimin3@nifty.com　FAX.257-3091 皆さんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。

条例の可決、公布を受け―自民党市会議員団条例の可決、公布を受け―自民党市会議員団

　古
き
良
き
時
代
の
隣
組
町
内
会

を
思
い
起
こ
し
、地
域
力
向
上
の

為
、絆
や
出
会
い
を
大
切
に
し
、子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
参
加
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

こ
く




